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第１章 緒言 

少子高齢化の進行、将来的な労働力人口の減少を背景に、高齢者就労の重要性は増してい

る。また、年功賃金や終身雇用の見直しのみならず、雇用の流動化による社会全体の生産性

の維持・向上の要請も高まりつつある。しかしながら、大企業の定年前社員のキャリアチェ

ンジへの志向は低いのが現状である。そこで、大企業の会社員が定年前後期に、人材不足領

域にキャリアチェンジを果たし、新しい環境下で活躍を続けることは、高齢者就労の促進、

当該層の知識・経験の活用によるやりがいの向上、社会全体の活力の向上に大きく寄与する

ことが期待できると考える。 

日本の高齢就労者に関する研究は、定年退職の影響、高齢期の就業に関する価値観に着目

したものが多い。中には、大企業のホワイトカラーの転職者を対象に、転職を促す要因や仕

事上の能力や経験に着目した研究があるものの、転職時期が、中年期であったり、IT 技術者

やコンサルタントなど高度知識労働者を対象にしている。そこで、本研究では、高度専門性

を持たない大企業のホワイトカラー層で、定年前後期に初めてキャリアチェンジを経験し、

上手く適応ができた人々の「キャリアチェンジの移行プロセス」、すなわち、「キャリアチェ

ンジを可能とする基盤」やキャリアチェンジの「促進要因・阻害要因」を解明する。 

 

第２章 研究方法 

本研究では、移行プロセスの解明に焦点を置くことから、M-GTA の分析方法を採用した。 

分析テーマは「定年前後期のキャリアチェンジの移行プロセスの解明―大企業のホワイト 

カラー職種の出身者を対象としてー」、分析焦点者は「大企業に新卒入社し、ホワイトカラー

職種として勤務し、50～60 代でキャリアチェンジを経験し、キャリアチェンジに上手く適応

出来た人」と設定した。 

調査協力者は、以下の４要件すべてを満たす方を、機縁法にて選定を行い、8 名の協力を得 

た。①調査時点 50~60 代の男女、②日本の大企業に新卒入社、③ホワイトカラー職種として

勤務、④50~60 代でキャリアチェンジを経験。以上の他、本研究ではキャリアチェンジに適

応した人を対象とし、「職務満足度調査票」にて確認している。 

調査方法は、８名の方に半構造化インタビューを実施した。「インタビューガイド」には、

①キャリアチェンジ前の職業生活の振り返り、②転機と、内面的変化・外面的な変化、③キ

ャリアチェンジに至るまでの心の動きや、キャリアチェンジの促進要素・阻害要素、キャリ

アチェンジを可能にしたリソース、④キャリアチェンジ後の新しい仕事の内容やその意味合

い、を語ってもらい、その内容はレコーダーへ録音し、録音をもとに逐語録を作成した。 

 分析手順は、➀概念候補の抽出、②分析ワークシートの作成、③概念候補間の相互の比較

を行いながら、2５個の概念への統合、④概念候補間の相互比較と同時並行で、５つのカテゴ

リー、３つのサブカテゴリーを生成、⑤理論的飽和化の判断、である。 

分析の妥当性・信頼性の確保のために、M-GTA の分析経験が豊富な研究者から、繰り返し

指導を受け、最終的に分析結果全体を確定させた。調査協力者 8 名には、概念図と全体のス

トーリーラインを読んでもらい、特段の違和感がないことを確認した。 
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 当研究は、桜美林大学研究活動倫理審査委員会からの承認（承認番号 21046）を得、承認

内容、すなわち個人情報の保護、調査協力者の同意の取り付けを遵守する形で行われた。 

 

第３章 結果 

分析結果として、25 の概念、5 つのカテゴリー、３つのサブカテゴリーが生成された。カテ

ゴリーは【】で、サブカテゴリーは《》で以下に示す。 

カテゴリーとして、【キャリア上の外圧的イベントを経験する】【これまでの会社人生の継

続に迷いや不安を感じる】【キャリアチェンジの移行プロセスが促進される】【仕事を通じて

人材としての付加価値を高める】【新しい仕事価値観を獲得し、キャリアチェンジ以降、より

充実した仕事人生を送る】の５つが抽出された。 

サブカテゴリーとして【仕事を通じて人材としての付加価値を高める】の中に、《仕事に邁

進し、基本スタンス・姿勢を生成する》《実践を通じて、能力・スキルを蓄積する》《キャリ

アチェンジ場面以降で活かす原動力》の３つが抽出された。 

 ストーリーラインは、大企業に新卒入社し、ホワイトカラー職種として勤務してきた者は、

50 代に入り、【キャリア上の外圧的イベントを経験し】、キャリア路線に区切りをつけること

を余儀なくされていた。会社では希望ポストに就けないことから、【これまでの会社人生の継

続に迷いや不安を感じた】。このような迷いや不安を感じながらも、心の内面では【キャリア

チェンジの移行プロセスが促進された】。この移行を支え、キャリアチェンジ以降の仕事人生

の充実をもたらしていたのが、【仕事を通じて人材として高めてきた付加価値】であった。こ

の付加価値を認識し、活かすことを通じて、【新しい仕事価値観を獲得し、キャリアチェンジ

以降、より充実した仕事人生を送ることが出来た】。 

 

第４章 考察 

先行研究で示された中年期でのＩＴ技術者やコンサルタントの転職者の促進要因や経験

と、本研究の定年前後期のキャリアチェンジの促進要因や経験との間には、ネットワークの

構築能力、職業経験の豊富さ、新しい知識の習得意欲などの面で、共通部分があることが示

唆された。本研究で新たに示すことができた「定年前後期のキャリアチェンジの成功要因の

特徴」としては、＜異なるフィールドで必要とされる喜び・貢献感」＞＜社会的に意味のあ

る仕事を通じての世の中への貢献や、後進世代のサポーター・ロールモデルとしての役割・

やりがい＞＜自らの強みに気づき、外でやれるとの自信＞＜経済的基盤、家族環境の後押し

＞＜大組織からの離職に逡巡するが、感性先行で離職を決める＞の５つであった。本研究で

は、大企業のホワイトカラー層が、キャリア上の外圧的イベントを経験し、会社人生の継続

に迷いや不安を感じても、心理的な内面変化を伴う移行プロセスを踏むことで、これまで認

識していなかった自らの強み・能力を自覚し、キャリアチェンジを果たすだけでなく、それ

以降も強みを活かした天職で充実した仕事人生を送ることができることを明らかにできたと

考える。 

このことは、定年前後期の大企業ホワイトカラー層の流動化に向けた実践に活用ができ
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る。本研究で明らかにした移行プロセスからキャリアチェンジを成功させるために必要な条

件を網羅したチェックリストを作成することで、専門能力の評価だけではなく、幅広い角度

からのキャリアチェンジの判断要素や、キャリア選択の巾を考える契機を提供できると考え

る。今後は、調査事例数の増加による妥当性の再検証、とりわけ、定年前後の違い、男女の

違いやライフイベントの影響の検討、キャリアチェンジに踏み切れない人や、キャリアチェ

ンジに失敗した人との比較検討、中小企業のホワイトカラー層を対象にした事例研究、ボラ

ンティア活動や地域活動を選択した人の比較検討、更には、キャリアチェンジ以降の長期に

わたる追跡調査によるやりがいの変化や、就労継続を困難にする要因の分析などが必要であ

ると考える。 
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